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「言
げん

語
ご

と文
ぶん

化
か

と人
ひと

」１ 

外国
がいこく

語
ご

を身
み

につけることはむずかしいか 

 

 日
に

本
ほん

では、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

・高校
こうこう

の 6年間
ねんかん

あるいはそれ以
い

上
じょう

英
えい

語
ご

を勉
べん

強
きょう

します。しかし、なかなか英
えい

語
ご

を使
つか

え

るようになりません。ですから、多
おお

くの日
に

本
ほん

人
じん

は、外
がい

国
こく

語
ご

を身
み

につけることはむずかしいと思
おも

っています。

しかし、それは本
ほん

当
とう

でしょうか。 

 英
えい

語
ご

やその他
ほか

のヨーロッパの言
げん

語
ご

では、「外
がい

国
こく

語
ご

」つまり「外
がい

国
こく

の言
げん

語
ご

」という言
い

い方
かた

はしません。「foreign 

language」と言
い

います。「foreign language」というのは「聞
き

いてもわからない言
げん

語
ご

」つまり「異
い

言
げん

語
ご

」とい

うことです。そして、実
じつ

を言
い

うと、ヨーロッパでは、近
ちか

くの言
げん

語
ご

を「foreign language」とは言
い

いません。

むしろ、古
ふる

いギリシャ語
ご

やラテン語
ご

などの古
こ

典
てん

語
ご

と対
たい

比
ひ

して、現
げん

代
だい

語
ご

（modern languages）と呼
よ

んで、そ

の現
げん

代
だい

語
ご

の中
なか

にフランス語
ご

やスペイン語
ご

やドイツ語
ご

や英
えい

語
ご

などがあると見
み

ます。ロシア語
ご

やウクライナ

語
ご

やポーランド語
ご

などは、現
げん

代
だい

語
ご

とは区
く

別
べつ

してスラブ語
ご

系
けい

言
げん

語
ご

（Slavic languages）と呼
よ

ばれます。いずれ

にせよ、ヨーロッパ内
ない

では、お互
たが

いの言
げん

語
ご

を異
い

言
げん

語
ご

とはあまり見
み

ていません。そして、実
じっ

際
さい

にも、ヨーロ

ッパの人
ひと

にとって、お隣
となり

の言
げん

語
ご

を身
み

につけることはむずかしいことでありません。たいてい、1・2年
ねん

勉
べん

強
きょう

すればかなり使
つか

えるようになります。 

そんな欧米
おうべい

の人
ひと

にとって、日
に

本
ほん

語
ご

は異
い

言
げん

語
ご

です。逆
ぎゃく

に、日
に

本
ほん

人
じん

にとっては、英
えい

語
ご

は異
い

言
げん

語
ご

です。ヨー

ロッパの人
ひと

はときどき「日
に

本
ほん

語
ご

、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

、韓
かん

国
こく

語
ご

、アラビア語
ご

は真
しん

の異
い

言
げん

語
ご

（truly foreign language）だ」

と言
い

います。 

異
い

言
げん

語
ご

というのは、わかりやすく言
い

うと、単
たん

語
ご

についても文法
ぶんぽう

についても文字
も じ

についても自
じ

分
ぶん

の言
げん

語
ご

と

の重
かさ

なりがほとんどない言
げん

語
ご

です。そして、そんな異
い

言
げん

語
ご

を身
み

につけることはとてもむずかしいです。し

かし、上
うえ

で言
い

ったように、ヨーロッパの人
ひと

にとってお隣
となり

の言
げん

語
ご

は異
い

言
げん

語
ご

ではありません。ですから、そ

の習
しゅう

得
とく

はやさしいです。こうした考
かんが

え方
かた

からすると、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

使
し

用
よう

者
しゃ

が日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

ぶのは異
い

言
げん

語
ご

学
がく

習
しゅう

と

はあまり言
い

えません。中
ちゅう

国
ごく

語
ご

と日
に

本
ほん

語
ご

ではともに漢
かん

字
じ

を使
つか

っているので、「重
かさ

なりがほとんどない言
げん

語
ご

」

ではないからです。日
に

本
ほん

人
じん

が中
ちゅう

国
ごく

語
ご

を学
まな

ぶ場
ば

合
あい

も同
おな

じです。 

 最初
さいしょ

の質問
しつもん

にもどります。外
がい

国
こく

語
ご

を身
み

につけることはむずかしいでしょうか。答
こた

えは「むずかしい場
ば

合
あい

もあるし、やさしい場
ば

合
あい

もある」です。簡
かん

単
たん

に言
い

うと、「近
ちか

い」言
げん

語
ご

は身
み

につけるのがやさしい、「遠
とお

い」

言
げん

語
ご

は身
み

につけるのがむずかしいです。欧米
おうべい

の人
ひと

にとっての日
に

本
ほん

語
ご

や、日
に

本
ほん

人
じん

にとっての英
えい

語
ご

は「遠
とお

い」

言
げん

語
ご

です。ですから、それを身
み

につけるのは確
たし

かにむずかしいです。 
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この作品
さくひん

はクリエイティブ・コモンズ 表
ひょう

示
じ

 - 非
ひ

営
えい

利
り

 - 継
けい

承
しょう

 4.0 国際
こくさい

 ライセンスの下
もと

に提
てい

供
きょう

されています。この作品
さくひん

を利
り

用
よう

する場
ば

合
あい

は、「たどくのひろば」を出
しゅっ

典
てん

として示
しめ

してください。 

例
れい

）出
しゅっ

典
てん

：「たどくのひろば」（http://tadoku.info） 
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